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　イ ン タ
ー

ネッ ト接続の ブ ロ
ー ドバ ン ド化や モ バ イル 化が 進展す る中，ネ ッ トワ ーク コ ン

テ ン ツ として 仮想 世界が注 目を集めて い ます．特 に 2007年度には 「セ カ ン ドライ フ 」 を は

じめ とす るメ タバ ース の 登場 が メディ ア を賑わせ ，仮想都市で の 事業成功 を 目指 して生活

の 大 半をその 中で過 ごす人 々 す ら現れ て い ま す，ま た ，地域情報誌 な らぬ 3D仮想空 間情報

誌 が発売 された りも し て お り， 人 々 の 生活 に お い て 仮想都市 が重要な役割 を担 い っ つ あ る

と言 っ て も過 言で はあ りませ ん ．しか し
一

方で ，仮想都市 の 中で は 多様 な社会問題 も発生

して お り， 人 々 が 希望や夢 だ けで な く，多くの 不安を抱い て い る こ とも事実 です．

　本 特集号で は，バ ー
チ ャ ル リア リテ ィ 技術や情報通 信技術が仮想 都市 にお ける社会 を構

築 ・維持す る上 で ど の よ うに 貢献で きるの か ，技術的側面 か らの 取 り組 み ，あるい は心 理

的，哲学的，社会 ・経済的 な側 面か らの 検討 に関す る論文 を広 く募集 しま した ．その 結果 ，

15件 の 投稿 （基礎論文 8件 ， 応用論文 3件 ，
コ ン テ ン ツ 論 文 3件 ， 総説論文 1件）を い た だ き，

厳正 なる査読の 結果 ， 9件 （基礎論文 6件 ， 応用論文 2件 ，
コ ン テ ン ツ 論文 1件）が掲載 され

る運 び とな りま した．掲載 され る論文 は ， 仮想都市 の 設計 ・デザイ ン に 関す る論文 や ， VR

空間も し くは複合現実 空間にお けるナ ビゲ
ー

シ ョ ン 操作イ ン タ フ ェ
ー

ス に 関する論文，生

体情報に よ るプ レゼ ン ス 推定に 関す る論文 ，仮想空 間の 操作イ ン タ フ ェ
ー

ス の 評価 に 関す

る論文 な ど ， 仮想都市や サイバ ース ペ ー ス とそ の 応用 に 関係する非常に幅広 い テ
ーマ の 論

文 とな っ て い ます 。こ れ らの 論文の 成果 を元 に ，さらに進 ん だ研究や応用 が ， よ り盛 んに

行 われ るこ とを期待 い た します．

　最後に ，本特集号の機会を与 えて い ただい た論文誌 委員 会の 皆様 ，優れ た 論文 を投稿い

た だ い た著者 の 皆様 ，ご多忙 中に も拘 わ らず迅速 か っ 丁寧な査読を して い た だい た 皆様を

は じめ，関係者各位に 心 よ り御礼申 し上 げます ．
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